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令和６年度も三河港の発展と地域の活性化に向け、
さまざまな取り組みを進めてまいりました。
本年度は港湾インフラの整備をはじめ、防災対策の強化
や環境保全活動など、多岐にわたる事業を推進し、
地域の皆さまとともに歩んできた一年でした。

主な記事
・Mini-WAN創刊200号！
・春のビジネスパークに参加
・豊橋みなとフェスティバル2024
・地元ラジオに出演！
・優良工事表彰式を開催
・海洋環境修復実地研修に参加
・パワステがまごおりに初出展！
・蒲郡市社会見学フェリー体験乗船
・三河湾大感謝祭に参加
・蒲郡市と連携し防災訓練を実施
・川と海のクリーン大作戦に参加
・小学生に港の役割を伝える出前講座を開催

これからも皆さまのご理解とご協力をいただきながら、
より良い港づくりを目指してまいります。
引き続き、「Mini-WAN」を通じて三河港の最新情報を
お届けしてまいりますので、ぜひご愛読ください。

https://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/topics/mini-wan/index.html

見どころ
・メイン会場（ラグーナ蒲郡）では、飲食ブースやステージイベントも！
・観戦エリアでは、迫力満点の走行シーンを間近で体感！

観戦エリアには観戦無料・入場無料のエリアもありますが、駐車場がない
ため公共交通機関で移動するといった場所もあります。観戦に行く際は事
前に情報収集し、準備を万全にしましょう。
また、交通規制もあるので三河湾エリアへお出かけの際はご注意ください。

詳しくは公式サイトへ：https://rally-mikawawan.com/

2025年２月28日(金)～３月２日(日)、蒲郡市を中心に開催される「RALLY三河湾2025」
全日本ラリー選手権の開幕戦として、国内トップレベルのラリーカーが三河湾エリアを疾走します。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

受験案内・インターネット申し込みはこちら（人事院HP）
https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/ippannsyoku_daisotsu/daisotsuteido_ippannsyoku/ippann_daisotu.html

・受付期間 ２月20日（木）9:00～３月24日（月）［受信有効］
・受験資格 21才以上 30才未満の者（短大、高専生は別途規定あり）
・試験日 第１次試験 ６月１日（日）

第２次試験 ７月９日（水）～７月25日（金） ※うち指定日１日。土日祝を除く
・最終合格発表日 ８月12日（火）9:00

人事院では国家公務員一般職試験（大卒程度試験）の受験申込みを受け付け中です。
私たちと一緒に「みなと」を整備して中部地方をさらに盛り上げませんか？

衣浦港に立地する半田工場では、国内で唯一、ボーイング社から大型航空機中央翼の製造を受託し、「ボーイング
787」「ボーイング777X」「ボーイング777」の中央翼の生産を行っています。

「中央翼」は、航空機の左右の翼と前後の胴体をつなぎ、荷重を支える主要な部位です。中身は燃料タンクの役割も果
たすため、高い性能が求められ、製造には高い技術が求められます。
半田工場で製造された「中央翼」は、衣浦港亀崎ふ頭から船で運び出され、ボーイング787はセントレアまで船で運
び、セントレアからは航空機でアメリカのチャールストンへ、ボーイング777,777Xは名古屋港で積みかえて、船で
アメリカのエバレットへ運ばれます。その後、ボーイング社の工場で組み立てられ、完成した航空機が、世界中で運用
されています。

主要な部位を製造する高い技術を見せていただいて大変感動したと同時に、日本国内の技術が、港を通して世界とつな
がっていて、私たちの生活を豊かにしてくれていることをあらためて実感しました。

中部地方整備局では国家公務員の仕事を知る機会としてさまざまなイベントを開催し
ています。直近では２月６日（木）に国家公務員の仕事を“リアル”に体感できる
「国家公務員OPENゼミ」を開催し、大学生・高校生あわせて１０名以上が参加しま
した。ゼミでは船から名古屋港を見学したり、若手職員との座談会を実施し、国の仕
事や役割について説明しました。

今後のイベント情報は中部地方整備局HPに随時アップしていきますので
興味のある方はぜひご参加ください。

＜中部地方整備局 港湾空港関係 採用情報＞
https://www.pa.cbr.mlit.go.jp/3016/index.html

出展：https://www.subaru.co.jp/difference/subarubito/07/
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